
受賞報告

目的

　本稿の目的は，オンライン診療の課題を明らかにし，オ
ンライン診療を普及させるための具体的な方法について検
討することにある。なぜなら，私たちは新型コロナウイル
ス感染拡大を経験するなかで，人との接触を抑えることが
可能となるオンライン診療の普及が，新型コロナウイルス
感染拡大を抑えるために有効な手段のひとつになると考え
たからである。

方法

　オンライン診療の普及について考えるために，オンライ
ン診療の位置づけ，オンライン診療の利点・欠点，オンラ
イン診療が普及する方法の３つの視点に分け，インター
ネット上での一次情報や二次情報をもとに考察をした。

結果及び考察

　第一に，オンライン診療の位置づけについて述べる。通
信技術を活用した健康増進，医療，介護に資する行為のこ
とを総称して遠隔医療という。従来の遠隔医療は医師法第
20条により規制されていたが，平成三十年の法改正によ
り条件付きで許可された。オンライン診療は遠隔医療の一
種として位置づけられる1）。
　第二に，オンライン診療の利点・欠点について述べる。
まず利点は，患者と医師が異なる場所にいても診療ができ
ることである。それによって，患者と医療機関双方の負担
を軽減できる他，医療機関での三密を回避できる。次に，
欠点としては，対象疾患の制限があることや，診療報酬が
低下すること，システム導入や運用にかかるコストが高い
ことが挙げられる。
　第三に，先述した欠点を解決するために，３つの視点か
らオンライン診療を普及させる方法について考察する。ま
ず，対象疾患の制限の見直しである。現在のオンライン診

オンライン診療の普及

療の対象となる疾患には制限がある。例えば精神疾患はオ
ンライン診療の対象外だが，医療機関で診療するよりも家
で診療をした方が自然な様子が診られる患者もいる。その
ため再診は患者の希望があれば，オンライン診療を活用し，
より治療を継続しやすい環境を整える。このように，患者
の病状により診療形態を選択することで，オンライン診療
の普及につながると考えられる。次に，診療報酬の引き上
げである。オンライン診療の報酬は，対面診療と比較する
と低く2），これが普及しない原因であると考える。実際に，
オンライン診療の報酬が，手間やコストに見合わないと感
じている医療機関は，病院で45.9％，診療所で58.6％であ
る3）。診療報酬を引き上げることで，より多くの医療機関
が積極的にオンライン診療を導入するのではないか。最後
に，オンライン診療に用いるシステム導入・運用のコスト
削減が考えられる。実際，オンライン診療を行っている病
院の59.5％，診療所の57.1％が3），機器やシステムの導入・
運用のコストが高いと感じている。国や自治体と各医療機
関が協力してコストを削減することで，オンライン診療の
普及につながるのではないか。以上３点が，私たちの考え
るオンライン診療の普及に対する課題とその解決策である。
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